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まけ家加れらしで

八
〉
あ
な
た
を
ま
も
る
国
民
健
康
保
険
〈
〉

川
氏
健
民
保
険
事
業
は
、
最
近
医
療
給
付
貨
の
地
加
に

よ
っ
て
、
非
常
に
百
し
い
財
政

V
仙
の
な
か
で
迎
僅
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ぎ
に
位
年
皮
決
飾
見

込

み
状
況

と
、
今
月
は
保
険
税

一
則

分

の

納

則

¥

へ

耳

目

で
す
の
で
、
そ
の
日
刀
法
に
つ
い

話

発

進

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ぷ

Rρ
ト
寸
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同
民
他
民
保

険
は
、
加
入
者

の
他
民
を
守

り
、
則
る
く
他

人
ヰ
な
社
会
を
つ

く
る
た
め
の
社

会
保
障
制
度
で

す。門
川
ド
し
、
，
白山
h
け
い「

引

F
，，γ
1
J
λ
v
f

市
で
は
五
千
六

十
日
二
十
八
世

帯
、
二
万
五
百

十
二
人
が
加
入

し
て
い
ま
す
。

国
保
は
、
職

場
の
健
康
保
険

や
共
済
組
合

入
し
て
い
る
人
は
、
医
者
に
か
か
っ

た
場
合
、
窓
口
で
支
払
う
医
般
的
は

一
一
一
剖
で
す
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
と
の
七
割
に
つ
い
て
は
、
国
が
四

割
、
残
る
三
割
は
保
険
税
で
病
院
へ

支
払
う
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

位
年
度
は
六
百
万
円

余
り
の
赤
字

こ
の
ほ
ど
昭
和
位
年
度
の
決
筑
見

込
み
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

に
よ
り
ま
す
と
、
歳
入
歳
出
差
し
引

き
六
十
四
万
五
千
七
十
四
円
が
黒
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際

は
、
薬
価
改
訂
な
ど
に
よ
り
療
養
諸

十十 まのベ文円万え費
四四す分し払が八 、が
円万とをてい 、千六大
が三 、差おを 43二百|隔
赤千六しり繰年百八、一
字百百引 、り度十十 ι
と四二きこのに八八ふ

国保事業会計決算見込叡1

科 目|決算見込額

成|保険税 71.154.910円

国/ill支出金 93，454，334

県文出金 304.800

繰 入 金 4，900.0∞
繰越金 14.895.409

その他 960.983

計 185.670.436

入
し
て
い
る
人
お
よ
び
そ
の
扶
養

族
を
除
い
て
、
す
べ
て
加
入
し
な

れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
に
な
っ
て
い

す、市
で
は
、
昭
和
位
年
1
月
か
ら
す

に
家
族
全
員
の
七
割
給
付
を
実
施

て
い
ま
す
が
、
こ
と
し
の

1
月
か

全
国
の
市
町
村
が
七
割
給
付
と
き

ま
し
た
》
し
た
が
っ
て
国
保
に
加

補
正
予
算
な
ど
審
議

1
6月
定
例
市
議
会

|

43. 7. 1 

諸国二予億 V るさひ審た代提ま
定
例
市
議
会
は
、凶
日
ひ
ら
か
れ
、

ず
市
長
か
ら
十
五
議
案
に
つ
い
て

案
理
由
説
明
が
あ
り
、そ
の
あ
と
、

表

・
一
般
質
問
が
行
な
わ
れ
ま
し

。
議
案
は
お
日
か
ら
科
委
員
会
で

議
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

7
月
2
日

ら
か
れ
る
市
議
会
で
討
論
、
採
決

れ
る
予
定
で
す
。
審
議
さ
れ
て
い

お
も
な
議
案
は
次
の
と
お
り
。

何
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
H
一

一
九
千
二
百
七
十
六
万
円
追
加
し
、

算
総
額
が
十
三
億
六
千
三
百
四
十

一
万
円
と
な
り
ま
す
。
歳
入
に
は
、

県
支
出
金
四
千
百
二
十
九
万
円
、

収
入
一
位
一
千
三
百
八
十
六
万
円

、、，，，
i
 

f
f

、、

な
ど
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
歳
出
で

は
、
庁
舎
建
設
費
八
千
五
百
五
十
九

万
円
、
ふ
ん
尿
収
集
委
託
料
九
百
三

十
九
万
円
、
農
免
道
路
千
六
百

M
新

設
に
千
六
百
三
十
万
円
、
別
又

・
川町

野
古
山
熊

・
平
沢
科
線
の
林
道
負
担

金
千
二
百
万
円
、
黒
谷
一
号
線

・
小

川
寺
線
ほ
か
七
線
の
林
道
開
設
に
二

千
九
百
万
円
、
高
架
橋
ぞ
い
の
魚
作

駅
新
金
屋
線
五
百
M
の
舗
装
に
九
百

万
円
、
片
貝
小
限
厨
装
置
費
六
百
万

円
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

V
清
掃
条
例
の

一
部
改
正
H
泊
紺
法

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に

と
も
な
い
ふ
ん
ぼ
の
く
み
取
り
手
数

①
 

な
り
ま
す
。

一

=

位
年
皮
の
収
入
を
み
ま
す
と
、
保

…

4
一O

険
税
が
人
k

体
の
三
八
折
、
国
庫
支
山

一

2
一川

金
五

O
折
、
山
の
一
般
会
計
か
ら
の

一

×

繰
入
金
三
官
の
訓
り
合
い
と
な
っ
て

一

¥
}

い
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
支
出
面
で
は
、

一

臨
調

お
医
者
さ
ん
に
支
払

っ
た
療
養
諸
費

一

基
的

が
八
八
折
、
事
務
即
日
八
折
、
保
健
活

一

一

動
資
凹
が
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
額

コ
J
t
I

m
H

年
度
中
に
市
が
支
払
っ
た
一
人

一
制

制

m

あ
た
り
の
医
僚
諸
費
は
八
千
二
百
六

一

m仰
の

十
八
円
で
、
引
年
度
の
五
千
六
百
九

一
け

i
l

十
八
円
に
く
ら
べ

て
四
五
軒
も
ふ
え

r
i
-
-
:

て
お
り
ま
す
。
ま
た
保
険
税
は
、

一

人
あ
た
り
引
年
度
二
千
九
百
三
十
五

円
、
円
九
年
度
三
千
五
百
十
二
円
で
五

百
七
十
七
円
ふ
え
て
い
ま
す
。

国
保
の
内
容
が
改
善
さ
れ
、
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
回
数
や
、

一
回
の

診
療
に
必
.
裂
な
費
用
が
ふ
え
て
い
る

現
状
で
す
の
で
、
何
年
度
の
療
養
給

付
裂
が
か
な
り
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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m叩
門
日
ド
ピ
ト

八
保
険
税
の
算
出
方
法

V

国
民
健
康
保
険
税
は
、
第
一
期
分

入

出

13.608.995円

155，381，891 

7.325，905 

734.817 

470，000 
396.000 

552，000 
6，337，054 
218.700 

185.025，362 

総 務質

僚縫の給付貧

富足後政

手数料

助畠i!s 質

事担祭賞

児m手当
保健施設'J/t

そ の他

計

五提

料
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
普
通

W

帯
は
人
頭
割
(
一
人
月
六
十
円
)
と

基
本
料
金
三
四
五
十
円
)
の
併
用

に
し
、
事
業
所
や
旅
館
な
ど
は
従
量

制
(
十
八
路
二
十
六
円
)
に
す
る
も

の
で
す
。

V
財
政
状
況
の
作
成
と
公
表
の
条
例

設
定
H
市
の
財
政
状
況
を
、
4
1
9

月
の
期
間
に
つ
い
て
は
ロ
月
末
ま
で

に
、
旧
i
3
月
は
6
月
末
ま
で
に
公

表
す
る
よ
う
改
め
、
ま
た
、
公
表
は

市
広
報
に
を
・
秘
し
て
行
な
う
こ
と
に

す
る
も
の
。

V
そ
の
ほ
か
二
つ
の
漁
民
住
宅
の
名

称
を
諏
訪
町
市
営
住
宅
、
住
吉
市
首

住
宅
に
す
る
条
例
や
、
市
長
な
ど
三

役
の
給
与
を
や
く

一

or引
き
上
げ

る
条
例
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
ほ

か
が
稽
議
さ
れ
ま
し
た
。

の
納
期
が
7
月
引

H
で
す
が
、
納
税

一

通
知
書
は
7
月
中
旬
に
お
届
け
す
る

一

乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一

保
険
税
の
第
山
刀
法
や
税
率
は
、

一

昨
年
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
次
の
よ
う

一

に
引
抗
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

一

す。

一

-資産割額
14.6 _ In¥ 

|占|定資産税× 一一一 ①
100 ~ 

・被保険者均等剖傾

960円×被保険者=①

.11':借刀IjljL等剖 1.560円=④

①十①十①十④ = 1年間の保険税

〈
保
険
税
の
納
期
V

保
険
税
の
納
期
限
は
、
第
一
期
日

7
月
引
目
、
第
二
期
日
9
月
初
日
、

第
三
期
日
日
月
初
日
、
第
四
期

H
2

月
末
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

十
四
日
以
内
に
届
出
を

国
保
加
入
者
で
仙
の
保
険
に
加
入

し
た
り
、
脱
退
転
出
、
転
入
さ
れ
た

と
き
は
、
保
険
証
と
印
鑑
を
お
持
ち

の
う
え
、
市
民
課
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

|投書需|
7票 議塑 |
月日 ;室生
は 白 州

16 の区

月 舘|

魚
津
駅
前
地
区
土
地
区
画
幣
理
得

議
会
委
員
の
選
挙
は
、
7
月
間
日
に

行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
審
議
会
委
員
の
定
数
は
十
名

で
、
う
ち
二
名
は
学
識
経
験
を
行
す

る
も
の
の
中
か
ら
市
長
が
選
任
し
ま

す
の
で
、
選
挙
す
る
委
員
は
八
名
で

す
。
そ
し
て
宅
地
所
有
者
か
ら
七

名
、
宅
地
の
借
地
権
者
か
ら
一
名
選

ば
れ
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

立
候
補
届
け
の
受
け
付
け
は

6
月

n
uか
ら
7
月
4
け
ま
で
行
な
い
、

遊
び
場
ふ
え
る

道
下
児
童
公
園
に
ト
ン
ネ
ル
山

村
木
の
道
下
児
童
公
園
(
保
育
園
横
)

に
珍
し
い
円
形
の
ト
ン
ネ
ル
'
山
が
で
き
あ

が
り
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
た
い
へ
ん
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
直
径
十
M
M
と
五
M
の
山

が
二
つ
重
ね
ら
れ
、
円
周
と
真
中
に
同
径

八
十
円
y
の
ト
ン
、
不
戸
が
あ
り
、
丸
や
四
角

の
穴
が
あ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
て
っ

ぺ
ん

に
は
回
転
す
る
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
シ
ッ
プ
が

つ
い
て
い
ま
す
。
な
お
、
乙
と
し
は
金
浦

町
・
下
村
木
二
号
公
園
が
整
備
さ
れ
る
こ

と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

(
写
真
は
道
下
児

童
公
園
の
ト
ン
、
不
戸
山
)

7
月
1
日
か
ら
自
動
車
取
得
税
が

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
乙
の

税
金
は
地
方
道
路
、
と
く
に
市
町
村

道
路
の
整
備
の
た
め
の
費
用
に
あ
て

ら
れ
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て
直
接
利

益
を
受
け
る
自
動
車
の
取
得
者
が
納

税
者
で
す
。

。
課
税
の
対
象
に
な
る
車
と
納
め
る
人

日
新
車
、
中
古
車
の
別
な
く
、
特
殊

自
動
車
、
二
輪
の
自
動
車
を
除
い
た

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
7
月
1
日
か
ら
一
か
月
間
、
全

国
い
っ
せ
い
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
と
し
の
重
点
目
標
は
、

「社
会

環
境
の
浄
化
と
青
少
年
非
行
の
防

止
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

青
少
年
の

非
行
を
防
ぐ
た
め
に
、
お
互
い
に
協

力
し
て
、
犯
罪
と
非
行
の
原
因
と
な

る
環
境
を
取
り
除
き
、
犯
罪
防
止
に

ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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T
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自
動
車
の
取
得
に
対
し
て
課
税
さ
れ

ま
す
。

。
納
め
る
税
額
日
①
自
動
車
の
取
得
の

と
き
一
回
限
り
で
、
そ
の
価
格
の
三

官
で
す
。

①
割
賦
購
入
の
と
き
は
、

現
金
正
価
(
市
価
)
の
三
官
で
す
。

①
無
償
や
特
別
の
事
情
で
、
市
価
よ

り
安
く
購
入
し
た
場
合
は
、
市
価
の

三
軒
で
す
。

。
税
金
の
か
か
ら
な
い
も
の
H
特
殊
車

二
輪
車
な
ら
び
に
十
万
円
以
下
で
自

動
車
を
取
得
し
た
と
き
は
、
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
0

0
納
め
る
方
法
H
自
動
車
を
取
得
し
ま

す
と
、
陸
連
事
務
所
で
登
録
届
け
出

し
ま
す
が
、
そ
の
手
続
き
と
同
時
に

「自
動
車
取
得
税
申
告
書
」
に
税
額

を
自
分
で
計
算
し
、
証
紙
を
貼
付
し

て
納
税
し
ま
す
。

。
税
の
使
い
み
ち
H
収
入
額
の
三
O
V引

は
県
道
の
整
備
に
、
七

O
が
れ
は
市
町

村
道
の
延
長
、
面
積
に
応
じ
、
市
町

村
へ
配
分
さ
れ
、
そ
の
整
備
に
使
わ

れ
ま
す
。

る

7
月
5
日
に
江
似
刑
者
の
公
代
を
す

る
乙
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
有
権
者
に
は
選
挙
通
知
哲

を
7
月
上
旬
に
配
布
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

マ
投
票
日
7
月
日
日
(
火
)
午
前
7

時
か
ら
午
後
6
時
ま
で

マ
場
所
H
市
役
所

マ
開
票
H
7
月
日
日
午
後
7
附
か
ら

市
役
所
で
行
な
い
ま
す
。

んでと 挙す基を「一一寸 係の法す乙 川耐宿 泊; 一一一一ー |会呑五一 一一
の 、ず人 。礎保| ι | を住が 。 と住 l 脳醤醤~曲臨ぷ<:'~，ん~ヲ乃可 | へ典千万万万
ど調く名と に証| 包 |公民施 昨し 民 IIEJ!記零霊さ起立をr _ 1寄返円円円円
協査乙簿くたし|い回 |証台行年も登 |踊置曲晶画E白昼I申.謡惇Z22轟曹禽{寸し
力員 とのに石 、|っ民 |し帳さ 11 7 録 I ~E吾ミ~初樫民致陸型~1 1 がの友大新金

問時五議|せ登|訪日計|鞠併盤7働」問志習~!|ね九醤屋
願つ つは 7V' な 川、司 | し なおら 旬 つ | じ啄ニモE 哨究渇ιυぶ~_;.v 司、JIまを道寺 III}III} 
いたて住月せ行| 諒 |いさり住にせ I(1)括局1・-ι プマ，." グ't"I ::_送付 |し社
し際ぃ民まつ政|調 |権 んま民実い |極極遇措山l鴎 7.. .i，¥' "J冨 |臨〓 た会長む西沢
まはL台でなを| の |利のす基施調 | 研司識趣吋J'kaJ陵!日 | 。稲田 l崎坂~Jj:
す 、ま|阪はも行|査 |の居が本さ査 1 -----:〓-'_---"4L .'_  I 祉 正 太
。皆すに 、のな 1- 1行住 、台れは a恒益配 • ー ヨ l 底孝澄稔古
さのも選でう 」一一」 使関乙 l阪ま 、 問圃~鴫哲冒豊岡塩田ー一ー一一色 ~~ ... 寸 設

寄

付

曹郡欝甥幽躍習量

検

告必、
岡3合

{主

民

乙
と
し
も
7
月
か
ら
レ
ン
ト
ゲ

ン
車
に
よ
る
住
民
検
診
を
実
施

し
ま
す。

学
校
や
勤
め
先
で
定

期
的
に
検
査
を
受
け
て
い
る
人

を
の
ぞ
い
て
、
全
員
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
三
十
五
歳
以
上

の
人
に
は
血
圧
測
定
を
行
な
い

ま
す
。

八
上
中
島
V
マ
7
月
日
日
H
有
山
広

附
一
行
雄
宅
(
前
9
・
m
i
m
-叩
)

小
学
校
(
前
日
i
ロ、

後
1
1
2
)

八
下
中
島
〉
マ
7
月
日
日
リ
川
縁
折

川
幸
太
郎
宅
(
後
2
・
叩
i
3
-

m) 

八
西
布
施
V
マ
7
月
日
日
リ
黒
沢
保

里
清
弘
宅
(前
9
・
叩
i
m
-初
)

長
引
野
谷
口
民
之
宅
八
前
日

i
ロ
)

辿
絡
所
へ
後
1
i
2
・
叩
)
御
拶

川
上
正

一
宅
(
後

3
i
3
-
m
)

八
片
貝
V
マ
7
月
行
日
H
前
東
城
吉

田
甚
蹴
宅
(
前
9
・
初
i
m
-初
)

奥
東
城
ク
ラ
プ
(
前
什
i
ロ〉

八
松
倉
V
マ
7
月
間
日
H
科
畠
政
二

文
雄
宅
(
前
9
・
叩
i
m
・
叩
)

北
山
仁
右
エ
門
宅

(
前
日
i
口
、

後
1
1
2
)
坪
野
ク
ラ
プ
(
後
2

.
叩
1
3
・
叩〉

〈
経
団

V
マ
7
月
げ
日
H
持
光
寺
公

民
館
(
後

2
i
3
)
マ
8
月
1
日

H
経
団
漁
協
前
(
前
9
・
初
ー
ロ
)

連
絡
所
(
後
1
1
3
・
叩
)
マ

8
月

2
日
H
常
願
寺
前
ハ
前

9
-
m
i

ロ
)
連
絡
所

(後
1
1
3
・
叩
)

〈
魚
津
〉
マ
7
月
お
日
H
水
族
館
前

(前
9
・
m
lロ
)
大
町
小
学
校

(後
l
i
3
・
叩
)
マ
8
月
5
日

H
村
木
小
学
校
(
前
9
・
叩

i
ロ

後

1
i
3
・
初
〉

〈
上
野
方
〉
マ
8
月
6
日
H
大
海
寺

新
山
下
は
る
宅
(前
9
・
m
l什
)

上
野
方
小
学
校
(後
ロ
・
初
i
3〉

幼

児

告占、

員~

検

該
当
者
は
昭
和
引
年
8
月
1
日
か

ら
位
年
7
月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
で
す
。

校

下

検

診
日

7
8同

n

松

倉

げ
日

西
布
施
引
け
日

場
所

小連

学絡

;譲:主己::;.殺殺続稔;務絡縁務務務縄務続務i!!~務!!~
=住民検診受けましよう=

結核は、結核i請によってひき起き
れる伝染病で、菌を吸いこむことに

よって、IliIiに入り病巣をつくりま
す。疲労などで抵抗力が衰えたとき

に、病巣が大きくなり、また血管や

りんぱ位を通って全身にひろがりま

す。

扱近、病気になれば抗性物質でf市
単になおる ように思われて います

が、病巣の中の菌を殺すことはでき

ないのです。抗性物質により治療を

受けている患者から感染したとき

は、乙の薬もきかなくなる恐ろしい

病気です。

市内で昨年 1年間にゃく 100名の
忠者が発見され、また十数名の死亡

者もでています。結核の早期発見の

ため、年 1回は住民検診を受けてお
きましょう。

7
月

片

貝

お

日

上

中

島

却

日

天

神

叩

日8月

上
野
方

5
日

小

学

校

本

江

9
日

公

民

館

受
け
付
け
時
間
は
午
後
1
1
2時

島
尻
公
民
館

小

学

校

小

学

校

三

歳

児

検

診

該
当
者
は
昭
和
泊
年
8
月
1
日
か

ら
刊
年
7
月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
で
す
。

校

下

検

診

日

場
所

7
e
同
刀

松

倉

行

日

連

絡

所

西
布
施

凶

日

小

学

校

片

貝

お

日

島

尻

公

民

館

受
け
付
け
時
間
は
午
後
1
1
2時

六
歳
未
満
の

ツ
反
と
B
C
G
接
種

該
当
者
は
昭
和
訂
年
4
月
2
日
か

ら
位
年
ロ
月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

お
子
さ
ん
で
す
。

校
下
げ
郡
一位
一
リ
則
一
部
場
所

auRn

。
。
同
刀

大
町

6
日

8
日
中
央
公
民
館

村
木

6
日

8
日

小

学

校

受
け
付
け
時
間
は
午
後
1
1
2
時

腸

チ

フ

ス

パ
ラ
チ
フ
ス

予
防
接
種

校所

付場片西天加本上大村経道松 け回で
け所布 野 校る 、の 対
時は貝施和11積 江 万町木田下倉下 こ毎人象
聞い ? と年 では
はず121_2 U U 1Jl 5， ~. ~ ~ ーに受 、、
午れ日日日 日日 日日 日 回なけは塑
後も っていニ
1 /J¥ 7 てい必歳
i学 1818161615121211443月二 い るァ か
2校 日 日日日日 日 日日日日日 回 ま人二ら
時で すはり六
。 、 7 0 一人十

受 2323 22 22 22 19 19 18 11 11 1 0月三 回は歳
け日日日日日 日日 日日 日日 回 受三ま

健

康

相

談

日

マ
相
談
日
H
7
月
3
日

・
日
日

・
げ

日

-n日
・
引
日
午
前
叩
時
1
午

後
3
時

マ
場
所
H
市
彼
所
保
健
室

〈一

階〉

八
医
師
に
よ
る
相
談
〉

マ
相
談
日
リ
7
月
初
日
午
後
1
時
か

ら
3
時
ま
で
市
役
所
保
健
室
で
。
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片
貝
小
学
校
の
建
設
は
じ
ま
る

孝義

-和白

¥九べ
L
一-賢

官
吋
遁
蹄

教
育
効
果
を
高
め
る
た
め
、
片
貝

小
学
校
の
本
校
と
分
校
が
4
月
か
ら

統
合
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
統
合
校
舎

は
、
農
協
片
只
支
所
裂
の
や
く
一
万

二
千
五
百
平
方
M
の
放
き
地
に
建
設

さ
れ
る
乙
と
に
な
り
、
6
月
7
日
に

起
工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
断
建
て
、
の
べ
而
杭
一
千
四
百
九

十
九
平
万
M
で
、

一
附
に
は
普
通
教

室
三
、
理
別
室
、
版
員
室
、校
長
室
、

放
送
室
、ボ
イ
ラ
ー
出
、便
所
な
ど
、

二
附
に
は
普
通
教
室
三
、
特
殊
学
級

教
豆
、
音
楽
院
、
図
古
虫
、
似
所
が

あ
り
ま
す
。

総
工
事
費
は
四
千
四
百
七
十
六
万

円
、
千
国
連
設
K
K
の
請
け
負
い
で

日
月
下
旬
に
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

温

風

暖

房

に

絞
台
の
陵
町
は
、
山
内
の
市
J

校
で

は
は
じ
め
て
と
い
う
小
山
火
阪

ω装
置

i怠?管i寧魚

e 

が
や
く
五
百
万
円
で
と
り
つ
け
ら
れ

ま
す
が
、
こ
れ
は
温
風
に
よ
っ
て
校

合
会
体
を
阪
討
す
る
も
の
で
、
空
気

が
汚
れ
ず
快
適
に
勉
強
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

体
育
館
は
今
回
建
設
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
第
二
期
工
事
と
し
て
迎
て
ら
れ

る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
今
ま
で
の
や
く
一

・
五
併
に
な
り
、
文
字
通
り
近
代
的

な
小
学
校
と
し
て
そ
の
完
成
が
ま
た

れ
て
い
ま
す
。

(
写
真
H
片
貝
小
学

校
完
成
予
松
図
)

、，

学
校
の
統
廃
合

教
育
効
果
向
上
の
た

め
適
正
な
規
棋
に

と
こ
ろ
で
片
貝
小
学
校
が
市
内
で

統
合
第
一
息
勺
の
学
校
に
な

っ
た
わ
け

で
す
が
、
国
で
は
小
刻
校
の
学
校
の

場
介
、
教
行
効
川
以
が
低
下
す
る
と
し

て
、
小
中
学
校
の
統
合
を
杭
極
的
に

す
す
め
る
方
針
を
と
っ
て
い
ま
す
。

学
校
を
統
合
し
た
場
合
、
国
の
基

準
に
よ
り
ま
す
と
、
適
正
な
規
模
を

お
お
む
ね
十
二
学
級

i
十
八
学
級
と

し
、
通
学
距
離
を
小
学
校
は
四
キ
ロ

以
内
、
中
学
校
は
六
キ
ロ
以
内
に
お

い
て
い
ま
す
D

そ
し
て
校
舎
の
新
築

に
要
す
る
費
用
の
半
分
が
補
山
則
さ
れ

る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
、
そ
の
結

果
、
教
育
効
果
を
高
め
、
経
費
を
節

減
す
る
乙
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。市
で
も
昭
和
引
年
に
学
校
統
合
等

協
議
会
を
設
け
て
、
学
級
数
の
少
な

い
学
校
を
対
象
に
統
隣
合
を
検
討
し

て
お
り
ま
す
が
、
将
来
の
児
童
数
や

通
学
区
域
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、

効
果
あ
る
統
合
を
す
す
め
る
予
定
に

し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
市
内
小
中
学
校
別
の
学
級

数
お
よ
び
児
註
数
は
次
の
と
お
り
。
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-
7
日
は
参
院
選
投
票
日

川

7
H
の
参
議

院
議
員
選
挙
の

投
決
H
ま
で
あ

と
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
。

よ
も
う
い
ち
ど

選
挙
公
判
な

り
、
新
聞
を
読

ん
で
、
白
亙
な

-
京
を
投
ず
る

だ
け
の
倒
的
あ

る
似
術
者
で
あ

る
か
ど
う
か
を

確
か
め
、
悔
い

な
く
六
年
の
政

治
を
ま
か
さ
れ

る
り
っ
ぱ
な
人
を
私
た
ち
の
代
表
者

と
し
て
、
良
識
の
別
で
あ
る
参
議
院

に
お
く
り
た
い
も
の
で
す
。

一一一一 一 一第3種郵便物認可

〈
投
票
の
順
序
〉

人
I

川
の
選
挙
は
、
地
万
選
山
議
υ
日

選
挙
と
、
ふ
ん
し
-
国
選
出
議

μ選
挙
と
が

同
附
に
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
投
烈

所
内
は
か
な
り
出
雄
す
る
も
の
と
予

似
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
、
乙
の

二
つ
の
投
泉
川
紙
を
混
同
さ
れ
な
い

よ
う
に
、
次
の
と
お
り
投
京
の
順
一
山

が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

①
は
じ
め
に

地
方
選
出
議
員

選
挙

(
白
地
に
県
刷
り
の
投
誤
用
紙
)

①
つ
ぎ
に
全
国
選
出
議
員
選
挙
(
臼

地
に
亦
州
り
の
投
京
川
紙
)

参
考
ま
で
に
前
回
の
参
議
院
議
日

-

の
選
挙
に
お
い
て
、
地
万
区
と
公
園

一

区
の
投
票
川
紙
を
ま
ち
が
え
て
投
京

一

し
た
た
め
、
無
効
票
と
さ
れ
た
も
の

一

が
三
百
票
以
上
も
あ
り
ま
し
た
。

一

今
回
は
こ
の
よ
う
な
乙
と
の
な
い

よ
う
十
分
注
む
し
て
投
京
願
い
ま

す
。〈

代
理
投
藁
〉

身
体
の
故
防
や

'X
行
の
た
め
、
校

補
者
の
氏
名
を
自
分
で
書
け
な
い
と

き
は
、
そ
の
百
を
投
票
所
で
、
投阿川

作
い
型
者
に
申
し
山
ら
れ
れ
ば
、
代
っ

て
投
出
別
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
内

い
て
も
ら
え
ま
す
。

戸、
開

票
¥ノ

開
以
は
、
7
日
午
後
8
川
か
ら
市

従
所
三
階
大
会
議
室
で
行
な
わ
れ
ま

す
。
開
票
会
場
に
は
、

一
般
選
挙
人

が
参
観
す
る
と
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
会
場
の
関
係
で
人
数
を
制
限
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

消
火
せ
ん

無
断
で
使
用
で
き
ま
せ
ん

水
道
の
的
火
せ
ん
は
、
火
災
の
と

き
か
、
消
火
・
加
習
の
場
《
の
ほ
か
は

佐
川
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
瓜
在
、
市
内
に
は
、
全
部
で
三

百
五
例
の
消
火
せ
ん
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
公
共
消
火
せ
ん
二
百
六

十
例
、
私
設
的
火
せ
ん
四
十
五
例
設

加
十
七
回
市
民
体
育
大
会
は
、
7

刀

m
i引
日
に
川
町
体
予
選
を
兼
ね
て

開
催
さ
れ
ま
す
。
市
民
で
あ
れ
ば
だ

れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
出
場

希
望
者
は
日
日
〈
月
)
ま

で
市
教
委
へ
お
巾
し
込
み
一

く
だ
さ
い
。
種
目
と
会
場
一
〉
又

は

次

の

と

お

り

。

一

リ
一〕

〈

m
uω
〉

ソ

フ

ト
ポ
l

一
寸
ノ

Y
H西
部
中
、
バ
ス
ケ
ツ
一

式
目

-

ト
ポ

1
7議
中

一

本

一

〈
引
白
川
〉
閉
会
式
H
午

一

己
、

前
8
附
叩
分
市
白
グ
ラ
ン
一

社

一

ド
、
陸
上
競
技
H
市
首
グ
一
計
川

一

ラ
ン
ド
、
柔
剣
道
H
市
民
一

一

道
場
、
水
泳

・
相
撲

・
野

咽

球
リ
西
部
中
、
パ
レ
I
ボ

l
w
・
サ

一

ヅ
カ

l
H東
部
中
、
軟
式
庭
球
日
市

一

色
コ

l
卜、

卓
球
H
木
江
小
、
パ
卜

一

ミ
ン
ト
ン
日
村
木
小

一

ど
う
ぞ
家
族
ぐ
る
み
で
か
こ
う
会
一

に
参
加
く
だ
さ
い
。

マ:・
7
月
7
日
H
上
市
町
大
岩
へ
行
き

一

ま
す
。
参
加
希
望
者
は
午
前
8
時
日

一

分
ま
で
電
鉄
魚
津
駅
へ
お
集

一
ま
り
く
だ
さ
い
。

込ミ

一

コ

l
ス
は
、
電
鉄
魚
津
駅

メョ

一
午
前
9
時
6
分
発
の
富
山
行

)

一
き
電
車
で
上
市
ま
で
行
き
、

J!
一

上
市
駅
か
ら
大
岩
ま
で
を

・
一

歩
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

ヲ仁

一
す
。

大
信
で
解
散
す
る
予
定

t

一

で
す
。

止
少

一マ

:
8月
4
日
H
魚
津
駅
午
前

一

9
時
刊
分
の
長
岡
行
列
車
で

ー
!
泊
駅
ま
で
行
き
、
泊
駅
か
ら

城
山
城
跡
l
宮
崎
自
然
博
物
館

l
宮

崎
海
岸
ま
で
を
歩
き
ま
す
。
参
加
希

望
者
は
午
前
9
時
叩
分
ま
で
国
鉄
魚

津
駅
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

県
指
定
の
文
伯
財
、
十
一
面
観
世

音
菩
薩
を
安
置
す
る
た
め
、
古
廊
熊

神
宮
寺
境
内
に
百
万
円
で
以
蹴
庫
を

建
設
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

完
成
し
ま
し
た
臼
収
蹴
陀
は
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
平
家
建
て
や
く
十

三
平
万
M
、
柱
や
と
び
ら
が
朱
色
、

墜
は
ク
リ
ー
ム
色
で
、
耐
震
耐
火
構

造
の
り
っ
ぱ
な
も
の
で
す
。

十
一
面
観
世
古
車
口
融
に
つ
い
て
は

永
年
に
わ
た
る
山
告
な
ど
に
よ
り
破

射
が
ひ
ど
く
、
修
復
中
で
し
た
が
、

完
了
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
記
念

し
て
一
般
公
開
さ
れ
る
乙
と
に
な
り

ま
し
た
。
公
開
は
、
7
月
2
j、
3
日

図
書
館
で
、
市
史
上
巻
完
成
記
念
と

あ
わ
せ
行
な
わ
れ
、
ゃ
く
三
十
点
の

郷
土
史
料
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

〈
十
一
面
観
世
音
菩
薩
は
:
・
〉

神
宮
寺
一
所
械
の
守
虫
、
鍬
合
附
代

に
造
ら
れ
た
刈
さ
七
十
今
の
木
彫
り

の
仏
像
で
、
上
半
身
の
胸
の
た
か
ま

目
さ
れ
て
お
り
、
ふ
だ
ん
消
火
せ
ん

は
封
じ
め
に
し
て
あ
り
ま
す
。

も
し
特
別
の
市
前
が
あ
っ
て
、
消

火
せ
ん
を
佐
川
さ
れ
る
と
き
は
、
必

ず
事
前
に
水
道
局
へ
お
知
ら
せ
く
だ

Z
J
¥
O
 

-
L
B
V
 
水
道
局
で
は
、
私
設
消
火
せ
ん
に

つ
い
て
7
月
か
ら
旬
月
定
則
点
検
札

尖
脳
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、

ご
協
刀
を
お
願
い
し
ま
す
。

り
、
ワ
キ
の
え
ぐ
り
な
ど
見
事
な
肉

体
の
美
し
さ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

行
基
菩
磁
の
作
と
伝
え
ら
れ
、
松

倉
城
主
椎
名
氏
の
代
々
の
守
護
仏
で

町
一-v
 ・4し

た
が
、
松
倉
城
洛
城
の
と
き
、
仏

像
を
神
山
山
寸
へ
投
げ
こ
ん
で
逃
げ
去

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
秘
仏
で

三
十
三
年
ど
と
に
関
以
さ
れ
、
雨
ご

い
苔
催
、
似
病
ち
ゅ
の
菩
陛
と
し
て

厚
く
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

一

(
写
真
日
上
は
同
仏
像
、
下
は
収
版
印
)
一

無
料
法
律
相
談

金
沢
法

K
会
が
主
催
で
、

「
無
料

法
律
相
談
会
」
が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

一

円
日
は
、
弁
護
士
、
金
沢
大
学
教
官
二

同
法
科
学
生
が
多
数
出
席
す
る
こ
と

一

に
な
っ
て
い
ま
す
。
借
地、

借
家
、

一

相
続
、
間
耕
関
係
な
ど
の
ご
相
談
に

一

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一

マ
日
附

H
7
月
訂
日

(
土
)
午
前
川

一

川
町
か
ら
午
後
5
附
ま
で

一

マ
場
所
H
市
佼
所
三
階
大
会
議
室
一

は
か
り
の
検
査

こ
と
し
か
ら
有
料
に

県
で
は
計
岳
部
の
検
査
を
実
施
し

ま
す
が
、
と
く
に
「
は
か
り
」
と
「

分
剣
お
も
り
」
を
主
と
し
て
検
査
す

る
乙
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乙

と
し
か
ら
有
料
制
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
検
査
当
日
手
数
料
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
(
二
十
円
か
ら
百
十
円
ま

で
)

〈
検
査
日
と
場
所
〉

校

下

検

査

日

場

所

マ
t
H円

大

町

山

日

大

町

小

学

校

村

木

日

日

村

木

小

学

校

本

江

口

日

文

化

町

会

館

道

下

日
日

道
下
保
育
園

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
川
時
か
ら

午
後
3
時
ま
で
で
す
。

番
号
も
変
わ
る

魚
津
電
報
電
話
局
で

は
、
電
話
の
架
設
が
計

画
ど
お
り
に
で
き
る
よ

う
昨
年
叩
月
か
ら
電
話

線
路
の
工
事
を
急
い
で

い
ま
す
。
乙
れ
と
と
も

に
、
あ
ら
た
に
西
布

施
、
片
貝
谷
、
松
倉
の

各
地
区
に
無
人
電
話
交

換
局
を
設
置
す
る
工
事

を
す
す
め
て
お
り
ま
す

が
、
8
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
交
換
局
の
設
置
に
と
も
な
い

と
の
地
区
内
の
沼
話
容
号
は
次
の
と

お
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ハ
例

・
西
和
施
地
区
は
三
局
七

千
帯
台
の
容
号
と
な
る
)

四
布
畑
地
区
H

三
局
七
×
×
×

片
貝
谷
地
区
H

三
局
八
×
×
×

松

倉

地

区
H

一一一局九
×
×
×

西布施、片貝、松倉地区に

無人電話交換局を設置為

τ名
に

郵
侮
番
号
を

7
月
1
日
か
ら
み
な
さ
ん
の
差
し

出
さ
れ
る
郵
似
に
郵
使
容
せ
を
書
い

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
0

0
さ
き
に
お
届
け
し
た
祷
号
待
に
、

あ
て
先
の
務
号
が
記
載
さ
れ
て
い
な

い
地
域
は
、
近
く
の
郵
便
局
か
、
切

手
を
売
っ
て
い
る
お
山
で
お
た
す
ね

く
だ
さ
い
。

。
み
な
さ
ん
の
郵
似
物
を
早
く
お
届

け
す
る
た
め
に
、
お
手
数
で
も
郵
便

部
門
す
を
お
書
き
く
だ
さ
い。

。
お
出
し
に
な
る
人
の
住
所
に
も
、

あ
な
た
の
と
こ
ろ
の
郵
便
容
号
を
お

諮
き
く
だ
さ
い
。
魚
伴
局
の
郵
便
祷

号
は
九
三
七
で
す
。

こ
ん
ど
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
法
が
制
定

さ
れ
、
日
月
!
日
か
ら
プ
ロ
パ
ン
容

器
を
屋
内
に
置
い
て
は
な
ら
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
乙
れ
は
燥
売
却

故
な
ど
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
に
と
ら
れ
た
れ
位
で
す
が
、
屋
内

に
容
器
を
入
れ
て
使
っ
て
お
ら
れ
る

プ
ロ
パ
ン
容
器
l
a
-
-
)

は
必
ず
屋
外
に
ー

人
は
、
い
ま
す
ぐ
業
者
と
相
談
さ
れ

て
、
外
に
出
す
よ
う
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
月
か
ら
は
匡
内
で
使
っ
て
お
ら

れ
る
人
に
プ
ロ
パ
ン
を
売
っ
た
業
者

は
、
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
容
器
を
匡
内
に
お
き

ま
す
と
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

内
職
の
こ
と
な
ら

内
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
へ

毎
週
月

・
水

・
金
曜
日
午
前
9
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で
、
市
佼
所
商

工
水
産
課
内
で
ひ
ら
か
れ
ま
す
。

離

乳

食

諸

習

離
乳
食
諮
習
会
を
毎
月
第
四
金
曜

日
に
ひ
ら
い
て
い
ま
す
。

7
月
は
、

お
日
(
金
)
午
前
叩
時
か
ら
け
時
叩

分
ま
で
魚
津
保
健
所
栄
養
室
で
行
な

い
ま
す
。
今
回
は
生
後
七
か
月
か
ら

一
年
ま
で
を
対
象
に
し
た
離
乳
食
実

習
で
す
。口

口

口

口

新

婚

学

級

家
庭
生
活
の
第

一
歩
を
み
ふ
出
さ

れ
た
新
婚
の
人
を
対
象
に
実
施
し
て

い
る
新
婚
学
級
は
、
7
月
刊
日

(日

)
午
後
1
時
か
ら

4
Wま
で
市
役
所

第
三
会
議
室
で
行
な
い
ま
す
。
受
講

で
き
る
の
は
、
と
と
し
の

3
月
以
後

に
婚
姻
届
け
を
出
さ
れ
た
人
で
、
で

き
れ
ば
夫
婦
で
ど
出
問
く
だ
さ
い
。

一
人
で
も
結
構
で
す
。

医
師
か
ら
「
家
族
計
画
の
考
え
万

と
妊
娠
の
し
く
み
」
保
健
婦
か
ら
「

受
胎
調
節
」
に
つ
い
て
お
話
し
が
あ

り
ま
す
。

+
勝
沖
地
震
災
害
義
援
金

百
社
会
福

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

祉
事

務
所
で
は
、
義
援
金
を
受
け
付
け
て

い
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力

で
十
九
万
九
百
十
七
円
集
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
日
赤
富
山
県
支
部
を
通

じ
て
被
災
者
に
送
り
ま
し
た
。

消
防
職
員
採
用
試
験

市
消
防
峨
只
の
採
用
試
験
を
次
の

よ
う
に
行
な
い
ま
す
。
受
験
希
望
者

は
7
月
叩
日
附
ま
で
市
佼
所
秘
書
人

事
諜
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
人
員
H
消
防
職
員
一
名

マ
年
齢
H
昭
和
同
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
目
年
4
月
1
日
ま
で
生
ま
れ

た
人
で
、
市
内
在
住
の
男
子

マ
試
験
期
日
リ
7
月
中
旬

お
問
い
合
わ
せ
は
秘
書
人
事
課
ヘ

八
日
曜
日
の
当
番
医

V

V
7
日

H
(昼
)
臼
屋
小
路
藤
田
医
院

①
0
9
2
0
(夜
)
大
町
船
崎
医
院
①

3
9
1
2
V
H
日

H
(昼
)
鴨
川
町

深
川
医
院
①
0
0
6
5
(夜
)
経
団
西

町
朝
野
医
院
①
1
1
1
2
V
引
日

H
(昼
)角
川
町
熊
西
医
院
①
0
1
6

6
(夜
)江
口
魚
津
神
経
サ
ナ
ト
リ
ユ

l
ム
①
3
4
8
6
v
m
日
H
(昼
)

荒
町
芝
山
医
院
①
0
2
1
8
(夜
)
村

木
平
井
病
院
①
0
8
8
8

(昼

)H午
前
7
時
か
ら
午
後
7
時
ま
で

(夜

)H午
後
7
時
か
ら
翌
日
午
前

7
時

精
薄
者
相
談
員
に

こ
ん
ど
精
神

薄
弱
者
相
談
員

五
十
嵐
さ
ん

制
度
が
で
き
ま

し
た
。
魚
津
市
の
相
談
員
に
は
、
文

侶
町
二
区
五
十
嵐
嘉
三
松
さ
ん
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
相
談
員
は
精
神
薄

弱
者
の
家
庭
に
お
け
る
養
育
、
生
活

な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
ま
た

精
神
薄
弱
者
に
対
す
る
援
設
思
想
の

普
及
な
ど
の
業
務
を
行
な
う
乙
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

か
ね
て

か
ら
要
望

の
あ
っ
た
公
衆
便
所
が
北
銀
魚
津
支

厄
前
の
判
明
川
ぞ
い
に
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。
こ
の
使
所
は
プ
ロ
ッ
ク
造

り
、
広
さ
や
く
十
平
方
抗
、
総
工
費

七
十
五
万
円
で
つ
く
ら
れ
、
水
洗
式

で
、
市
で
は
じ
め
て
の
も
の
で
す
。

公
衆
便
所
は
と
か
く
汚
れ
や
す
い
も

の
で
す
が
、
お
互
い
が
気
持
ち
よ
く

利
用
で
き
る
よ
う
と
協
力
願
い
ま

す。 初
の
公
衆
便
所
で
き
る

予
定

予
定
納
税
第
一
期
分
の

l

的
U
判
河
沼
山
出

期
限
内
完
納
に
ご
協
力
を

昨
ぶ
昨

年
の
所
得
と
控
除
額
を
基
準
に
し
て

定
め
、
一
納
期
に
五
千
円
以
上
の
人

に
通
知
し
て
あ
り
ま
す
。

一
期
分
の

納
期
限
は
7
月
引
日
で
す
。

予
定
納
税
は
法
伴
で
定
め
ら
れ
た

も
の
で
、
前
納
で
あ
り
ま
せ
ん
か
ら

遅
れ
ま
す
と
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す

し、

督
促
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
期
限
内
完
納
に
ど
協
力
願
い
ま

す

。

(

魚

津

税

務

署

)


